



家資格としての公認心理師制度が動きだし，平成30年 9 月 9 日に，第 1回の公認心理師試験が実施されました。
公認心理師の資格取得に対応するため心理学科は，カリキュラム改変など様々な作業を行ってきました。この大
きな変革と時を同じくして，これまで心理学科を支えてくださった二人の先生，山上精次先生と村松励先生が平
成31年 3 月末日をもって定年を迎えられ，退職をなされることとなりました。はじめに，お世話になったお二人
へ深い感謝を捧げたいと思います。本当にありがとうございました。
お二人の経歴や業績は，学部長である嶋根先生による献呈の辞に紹介されています。また，この号の履歴・業
績をご覧いただければ，さらに詳しいことがわかるでしょう。ですから，少し違う観点で感謝の気持ちを表すこ
とを考えました。そこでここでは，お世話になったお二人の先生について，心理学科でのお姿を紹介しお人柄を
お伝えできればと考えております。
山上精次先生は，心理学科の屋台骨を支えてくださいました。心理学科長，人間科学部長などを歴任し，文学
部人文学科心理学コースを文学部心理学科に改組した新学科の立ち上げにおいて，そして文学部心理学科が人間
科学部心理学科へ改組した新学部の立ち上げにおいて中心的な役割を果たしてくださいました。言うなれば，専
修大学人間科学部心理学科，中興の祖です。
山上先生は，ご自身の専門領域である発達心理学の講義を担当すると共に，基礎実験 2の授業を長らく担当し
てくださいました。基礎実験 2という科目は実証科学である心理学において教育の根幹をなすものです。心理学
における実証の方法を，受講生自ら実験や検査など行い実習形式で学びます。山上先生は，コンピュータなどの
情報機器を最大限に活用して，全国的に見て最先端の情報教育をこの授業で行ってきました。この授業では毎週
新しい種目の実験を行い，毎週そのレポートを提出することが求められます。受講者にとっても教員にとっても
ハードな科目です。そのためか，科目は心理学科の学生にもっとも記憶に残る授業になっています。心理学科で
は，毎年，卒業生にアンケートを取っています。このアンケートで基礎実験 2を 4年間の中で一番ためになった
科目と回答する卒業生が多いことがこれまでの結果から示されています。この結果は山上先生が，心理学科の学
生に一番影響を与える教育を行ってきたことを示すのかもしれません。
山上先生は学生を「子供たち」とお呼びになります。この呼び方はとても愛情に溢れています。この呼び方か
ら山上先生の学生への気持ちが想像できます。山上先生から，ゼミ合宿の話などをうかがうと，勉強の合間に焼
き物を作ったりと，大変楽しく学生と過ごされているようでした。実際の学生への対応だけでなく，様々な制度
や設備・備品等の設置についても，学生の教育を最優先になさっていました。愛情豊かな先生というのが誰にも
共通した山上先生の印象でしょう。
村松先生は，教養科目の心理学を担当すると共に，心理学科の専門科目である犯罪心理学の講義を担当し，専
門である非行臨床の領域を中心に講義をなさってきました。大学院では臨床心理士の育成のため講義や実習の指
導を担当なさいました。学内では心理教育相談室長，キャンパス・ハラスメント対策室長を歴任し，臨床家とし
てのご自身の専門性を活かした貢献をなさってきました。
臨床心理士を目指す大学院生たちは，スーパービジョンにおける村松先生のご指導の素晴らしさを繰り返し口
にしてきました。大学院生たちは本学の心理教育相談室や外部の機関において，心理臨床の業務を実習の一環と
して経験します。村松先生は，長年に渡る家庭裁判所でのご経験，そして，ご自身の学術的バックグラウンドで
ある家族心理学，家族療法に関する学識に基づき，学生に的確な助言と指導を行って来られたと聞いておりま
す。実際，スーパービジョンにおける村松先生の指摘にとても助けられた，目が開かれたという大学院生からの
声をたくさん耳にしました。現在，多くの大学院修了生たちが心理臨床の現場で活躍しています。彼ら，彼女ら
が臨床家になるために欠くことのできない重要な役割を村松先生は担ってくださいました。
個人的な話になり恐縮ですが，私は教授会でいつも村松先生の隣に座らせていただきました。スポーツの話，
旅行の話など，様々な話をさせていただきました。村松先生から「今度，佐倉マラソンに走りに来なよ！応援す
るよ。泊めてあげるから」となんどもお誘いを受けました。これまでのところ残念ながら参加できていないので
すが，お誘いはとても嬉しかったです。
お二人の先生に共通するのは気さくな人柄です。学生と距離が近く，フレンドリーに接する姿は大変印象的で
した。私達教員も，先生方に様々なかたちでお世話になりました。心より感謝いたします。おしたり，生ハムや
ソーセージを二人の先生方のご健康とますますのご活躍を祈念し，お礼のことばといたします。
